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日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
協
会
は
７
月
11

日
、
東
京
都
墨
田
区
の
メ

ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
で
第
60

回
教
育
講
習
会
を
開
催
し

た
。A

sia C
h
ief M

e

dical O
fficer, S

w
i

ss R
e H
on
g K
on
g

の
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｄ
　
Ｌ
ｕ
氏

が
「
肝
機
能
検
査
、
腎
機

能
検
査
結
果
の
読
み
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

各
社
の
査
定
担
当
者
58
人

が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
異
常
値
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
を
中
心
に
肝
機
能
検

査
、
腎
機
能
検
査
の
異
常

値
の
意
味
、
お
よ
び
潜
在

的
リ
ス
ク
へ
の
論
理
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
講
習

が
行
わ
れ
た
。

　
通
常
、
査
定
を
行
う
時

に
目
に
す
る
情
報
は
、
基

本
的
に
は
健
康
診
断
や
人

間
ド
ッ
ク
に

お
け
る
検
査

項
目
の
範
囲

で
あ
り
限
定

的
な
情
報
で

あ
る
。
専
門

的
な
情
報
で

は
な
く
限
ら

れ
た
情
報
を

も
っ
て
ど
の

よ
う
に
判
断

す
る
か
と
い

う
査
定
の
観

点
で
講
演
は
行
わ
れ
た
。

　
例
え
ば
、
肝
機
能
検
査

に
お
い
て
、
異
常
な
肝
酵

素
の
数
お
よ
び
異
常
の
程

度
が
増
す
ほ
ど
、
重
大
な

肝
疾
患
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
が
、
肝
酵

素
は
骨
格
筋
、
心
筋
、

骨
、
腸
な
ど
の
他
の
組
織

に
も
存
在
す
る
た
め
、
上

昇
は
肝
臓
以
外
の
疾
患
に

よ
る
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
重
篤
な
疾
患
で
あ
る

ほ
ど
上
昇
す
る
と
も
限
ら

ず
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
な

ど
で
は
上
昇
の
数
値
が
軽

度
～
中
程
度
で
あ
る
点
は

査
定
時
に
注
意
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
だ
と
Ｌ
ｕ
氏
は
指

摘
し
た
。

　
肝
機
能
検
査
、
腎
機
能

検
査
は
、
い
ず
れ
も
非
常

に
一
般
的
な
血
液
検
査
で

あ
り
、
査
定
に
お
い
て
も

よ
く
見
る
所
見
だ
。
講
習

で
は
あ
ら
た
め
て
異
常
値

の
意
味
や
、
注
意
す
べ
き

異
常
値
の
パ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
は
大
変
興
味

深
く
聞
き
入
っ
て
い
る
様

子
だ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
肝
機

能
、
腎
機
能
に
つ
い
て
と

て
も
分
か
り
や
す
く
解
説

が
な
さ
れ
、
ま
た
、
査
定

者
の
立
場
か
ら
の
考
え
方

を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
参
考
に
な
っ
た
」

「
通
常
の
査
定
に
お
い
て

気
を
付
け
る
点
な
ど
細
か

い
解
釈
を
含
め
分
か
り
や

す
か
っ
た
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
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当日は58人が参加

日 本 ア ン ダ ー 
ライティング協会


